





The birth of "Wakamono-Seido" 
- the policy toward young men's association after the period 
of Districts-Reorganization-Movement and the creation 




























































































































































































































































































































































































間知 1959〕〔関 1958〕〔平山 1959〕，以降，こうした研究視角は，文化人類学・教
育学等，隣接諸領域における若者組研究との相互参照的な関係において継承されてきた
ものと考えられる〔太田 1990〕〔大林 1986〕〔小林 1963〕〔田嶋 1977〕〔森茂
1980〕〔吉田1955〕。
(3) 以上における本節の記述は〔宮地 1973〕による。

























・有賀喜左衛門 1935 「若者仲間と婚姻」『社会経済史学』 4-11・12,5-1・2 
• 岩田重則 1996 『ムラの若者・くにの若者一民俗と国民統合』未来社
• 岩本通弥 1998 「『民俗』を対象とするから民俗学なのかーなぜ民俗学は『近代』を扱
えなくなってしまったのか」「日本民俗学』 215
















• 佐藤守 1970 「近代日本青年集団史研究』御茶の水書房
• 島本彦次郎 1955 「渥美半島における寝宿の習俗（上）」愛知大学『綜合郷土研究所紀
要」 2




• 関敬吾 1958 「年齢集団」大間知他編『社会と民俗I』(「日本民俗学大系』第3巻）平
凡社
・高橋敏 1978 『日本民衆教育史研究』未来社
・田澤義鋪 1930 (1967) 『青年団の使命』（〔後藤編集兼発行者代表 1967〕所収）
• 田嶋ー 1977 「若者組と青年期教育」『教育学研究』 44-2




• 平山敏治郎 1959 「教育と修業」大間知他編『社会と民俗I』(『日本民俗学大系」第4
巻）平凡社
・古川貞雄 1986 『村の遊び日一休日と若者組の社会史」平凡社




• 森茂岳雄 1980 「教育と民俗学ーその課題と領域」『民俗学評論』 18・19合併号




• 吉田禎吾 1955 「青年集団の文化人類学的考察」牛島義友編『社会と職業生活』（「青年
心理学講座』第4巻）金子書房
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